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2. 自分らしく毎日を過ごす

（1）外見ケア

肌色変化、眉・まつ毛の脱毛などのお悩みを化粧で解決する方法についてま
とめた冊子を、資生堂ライフクオリティービューティーセンターのWebサイ
トで公開しています。
サイトから印刷もできます。

がん患者さんのための外見ケア小冊子 
https://corp.shiseido.com/slqm/jp/cm.html

（2）がんとセクシャリティ

妊娠の可能性を残す P20
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　患者さんが今後の治療や療養について、あらかじめ医療者と話し合
う自発的なプロセスです。患者さんの希望に応じて、家族や友人とと
もに行われます。このプロセスを通して、患者さんの意思が確認でき
なくなったときにも、それまでの意思をもとに尊厳あるその人らしい
生き方を実現することを目標とします。病状や治療の変化に伴い患者
さんの意思も変わることがあるので、繰り返し話し合い、その情報を
家族や医療者と共有しておくことが大切です。今後のことを話し合っ
ておくことで、将来、患者さんの意思・価値観が尊重され、自分の代
わりに難しい決断をしなければいけない家族等の負担も軽くすること
ができます。

（3）アドバンス・ケア・プランニング（ACP）

■自分の今後について考えてみましょう

仕事と、子育てと、乳がんの治療

　３人目の子供を出産し、しばらくして「乳がん」の診断を受け
ました。
　覚悟はしていました。以前よりしこりがあって検診を受けてき
たので、大きくなってきたしこりに「やっぱりか～」と。先生よ
り抗がん剤治療と手術の説明があり、治療は受けるつもりだけど、
小さな３人の子供のこと、仕事のこと、治療費のこと、不安はいっ
ぱいでした。
　夜勤のある仕事をしていますが、家計のことを考えると仕事を
辞めるわけにはいきません。でも、治療を受けながら働けるのか
不安でした。抗がん剤の副作用で髪の毛が抜けたり、体調が悪く
なったりしても業務がこなせるだろうか。そもそも働いてよいの
だろうか。
　そんな悩みを所属長と乳がん経験者の上司が支えてくれました。
夜勤をなくし、日勤のみに勤務形態を変更し、「まずはやってみよ
う！」と声をかけていただいたのです。私の休みの日に所属長か
ら同僚へ、病気で配慮が必要なことを説明してくれたようです。
　いざ治療が始まってみると、上司が日々の様子を気にかけてく
れて、体調不良の時には早退したり、体力を使う力仕事ではなく
事務仕事に切り替えてくれたりと、何とか勤務を続けることがで
きました。
　今思えば、仕事と子育てで毎日が目まぐるしく、病気のことを
考えるのは病院に来ているときだけで、病気のことを思いわずら
う時間がなかったことが、逆に、私にとって病気を乗り越える助
けになったと思います。

（30代　女性）


